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1 .はじめに
筆者が研究している部活動の見学などで全国の中学校や高校を訪問すると，先生方から「推
薦入試やAO入試などの論文を書けるようにするためには，生徒にどのような学習をさせれば
よいのか」という趣旨の質問を受けることがある。推薦入試やAO入試などで課されることの
ある論文は，従来の教科の学習の枠に収まりきらないテーマが出題されることが多いからだ。
しかしそのことは，推薦入試やAO入試などの論文に隈ったととではない。そもそも「総合
的な学習の時間」が，教科の枠にとらわれず，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体
的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育てることなどをねらいにしている。教科
の範囲でみてみても，全国学力・学習状況調査では，学んだ知識を実生活にまで結びつけるこ
とを求めている，いわゆる「活用」といわれる学力を測る問題を出している。また，大学入試
全体でも，中教審が 2014年 12月に提出した答申「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に
向けた高等学校教育，大学教育，大学入学者選抜の一体的改革について」によれば.r大学入学
希望者学力評価テスト(仮称)Jでは思考力・判断力・表現カ」を中心に評価する方向性が
示され，そのために「合教科・科目製Jr総合型Jの問題を出題し，記述式で解答させることを
採り入れようとしている1)。さらに.OECD-DeSeCoが打ち出したキー・コンピテンシーでは，
「道具を相互作用的に用いるJr異質な人々からなる集団で相互にかかわりあう Jr自律的に行
動する」の 3つのカテゴリーが示されていて 2) これもまた従来の教科の枠内の「知識・技能J
とは異なるといえよう。
中学校や高校の先生方が質問してくるように，このような能力は，従来の教科の枠内で従来
のような学び方をしていても十分に修得することができないものだろう。では，これからはど
のような学び方が求められるのだろうか。もちろん，それを考えるためには，上述したほかに
もさまざまに提出されている(新しい能力)のうち，日本の学校教育はどれを目指していくの
かを明確にすることが必要だ。だが，まずは実際に取り組まれている学び方の特徴を検証し，
教科の学びを深め，教科の枠を乗り越えるような学び方を考えるきっかけを見つけ出して，少
しずつ実践することから始めるのが現実的だろう。
そこで本稿では，その一つのきっかけとなるべく，筆者が 2012年度に首都圏の私立中学生
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を対象に実施した質問紙調査のデータを用いて，私立中学生の学び方の特徴とその背景を探索
的に記述し，多少なりとも知見と考慮すべき課題を示すこととしたい。
私立中学生は日本の中学生の中では 1割にも満たない特殊な事例だ。しかし，一般に大学へ
の進学実績ばかりが注目されがちだが，それぞれの学校が建学の理念などに従って，授業をき
っかけにしたさらなる学びの機会を提供するなど，いわゆる 5教科中心の学力以外のさまざま
な能力を伸ばす工夫をしている側面もある。筆者が実施した質問紙調査も，そのような側面を
描き出すことを目的のーっとしていたので，本稿の目的にかなう対象であると考えられる。そ
こでこの調査データを用いて，以下では，授業をきっかけにしたさらなる学びに取り組む私立
中学生がどのような生徒なのかを，勉強の有用性認識と知的好奇心の 2つの側面から検討し，
さらにそれらの背景を探っていく。
n.調査概要
本調査は，筆者と森上教育研究所の共同調査として 2012年度に首都圏の私立中学校2年生
を対象に実施したものである。調査概要の詳細は以下のとおり。
①調査テーマ:首都圏の私立中学生の生活・意識・行動に関するアンケート
②調査対象 i.生徒の進学状況(附属校，半進学校，進学校)， i.男女別学共学，温.中
学入試難易度(偏差値50未満， 50台， 60以上) (以下学校ランク」という指標で使用)の
3つの指標の組み合わせからなる 27のカテゴリーを設定し，機縁法に基づき首都圏の 35校を
抽出し 2年生 5470名より回答を得た。
③サンプル規模:東京都内の私立中学生の約 10分の lの規模となるように，上記 27カテゴ
リーの実際の生徒数の比率をふまえてサンプル抽出し， 2450名を調査分析の対象とした。
④調査実施時期:2012年 10月""2013年1月。
⑤調査実施方法:教室内における集合自記式質問紙法。
m.分析と考察
1 .私立中学生の学び方のようす
はじめに，私立中学生の学び方のようすを概観しよう。授業への取り組み姿勢と，本稿で注
目する授業をきっかけにしたさらなる学びへの取り組み状況について，図 1""4に性別と学校
ランク 53IJにまとめた。
授業への取り組み姿勢として，国社数理英の授業にどのくらい積極的に参加しているかを尋
ねた結呆，女子はまじめだとか，学校ランクの高い学校の生徒はしっかり勉強しているといっ
た一般的なイメ}ジとは違って，図 1のように性別や学校ランクの違いにかかわらず， rとても
積極的」が 2割前後， rまあ積極的」が6劃強と，大半の生徒が授業に積極的に参加している 3)。
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中学受験を経たことで，私立中学生たちには広く，授業をちゃんと受けて勉強するという基本
姿勢が身についているようすがうかがえる。
では，授業をきっかけにしたさらなる学びへの取り組み状況はどうだろうか。さらなる学び
として授業で興味を持った物事について，参考書などを使って知識を深める(以下知識
深めるJ)J r先生に勧められた企画展や体験活動に参加する(以下， r企画展参加J)J r鑑賞教室
など学校外での課外活動に積極的に参加する(以下， r課外活動参加J)Jの3項目で尋ねた。
図2"-'4から，まず全体の傾向をみてみよう。「知識深める」はょくする」が 1割前後，
「ときどきするJが3劃強で，合わせて4割くらいの生徒がしている。「企画展参加」はょ
くする」が 5%以下， rときどきする」が 10%台で，合わせて 2害IJ前後の生徒がしている。「課
外活動参加」は， rょくする」が 5"-'10%， rときどきする」が 15%前後で，合わせて 2"-'3劃
の生徒がしている。授業に積極的に参加している割合と比べると，授業をきっかけにしたさら
なる学びに取り組む私立中学生はずいぶん少ない。
次に，性別と学校ランク別にみてみよう。性別では，興味深いことに，どの項目でも女子よ
り男子のほうがさらなる学びをする傾向がみられる 4)。この傾向は，男子校と女子校の問だけ
ではなく，共学校でもみられた。なぜ同じ授業や指導を受けて，男子と女子でさらなる学びへ
の取り組みに差が出るのか，今後さらなる検証が必要だろう。学校ランク別では， r課外活動参
加」は差がみられないが知識深める」と「企画展参加」では，学校ランク中位がやや低く，
学校ランク下位がやや高いという傾向がみられる。学校ランクによって指導に違いがあること
も考えられるが 2"-'4劃の生徒しかさらなる学びをしていないことをふまえると，学校ラン
ク差やそれぞれの学校の指導の違いだけでは説明できない背景がありそうだ。
2. 私立中学生の勉強の有用性認識
ここからは，授業に積極的に参加したりさらなる学びに取り組んだりする私立中学生がどの
ような生徒なのかを，勉強の有用性認識と知的好奇心の 2つの側面から検討していこう。本項
では勉強の有用性認識についてみてし、く。
苅谷によるインセンティブ・ディパイドの指摘 5)にもあるように，近年では一定の層の子ど
もが学ぶ意欲・関心をもちにくくなっていることが教育上の問題のーっとされている。その中
にあって一般的なイメ}ジとして私立中学生は学ぶ意欲・関心が高そうだが，私立中学生はな
ぜ勉強するのだろうか。勉強する理由について， r勉強が分かること自体が面白いからJ(以下，
「面白いJ) という現在的有用性と学んだことはいずれ仕事や生活の役に立っと思うからJ
(以下， r役に立つJ)という将来的有用性に加えて， rみんながやるから，なんとなく当たり前
と思ってJ(以下なんとなく J) を尋ね，結果を図5"-'7に性別と学校ランク別にまとめた。
「面白し、Jという理由に「とてもあてはまる」と回答した割合は，性別や学校ランク別を問
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わず 10%前後だった。全体分布には，性別では有意な差はない。学校ランク別ではとても
あてはまる」と「まああてはまる」を合わせた肯定的な回答が中位で 43.9%と一番低い。
「役に立つ」という理尚に「とてもあてはまるj ど回答した割合は 3割前後ど 3項目で一番
高かった。大きな差ではないがとてもあてはまるJど回答した割合が，性別では男子(26.7%)
より女子 (30.6%)が，学校ランク別では上位 (27.0%)や中位 (26.6%)より下位 (32.2%)
が高い。私立中学生にとって，将来的有用性を感じていることが勉強する一番の理由であり，
とくに下位の生徒にその意識が高いのが特徴だ。
「なんとなく Jという理由に「とてもあてはまる」と回答した割合は，性別や学校ランクを
間わず 10%強だった。全体分布には，性別では有志な差はない。学校ランク別ではまああ
てはまるJではっきりした違いがみられ，下位 (37.9%)に比べて上位 (47.1%)と中位 (46.4%)
は 10ポイント以上高い。勉強の有用性認識と別に，いわばノレーティーンのように勉強はする
ものだという姿勢が上位と中位の生徒により強くみられることは興味深い。
続いて，私立中学生の勉強の有用性認識をもう少し詳しく捉えるべく 3つの理由の関係を
みてみよう。図8のように， r面白いJと「なんとなく」という勉強自体が目的となっている理
由の肯定・否定の田容を組み合わせた面白く・なんとなく Jr面白く・なんとなくでなしリ
「面白くなく・なんとなく JI面白くなく・なんとなくでないJの4類型からなる「勉強自体目
的Jという変数を作り，その分布を性別と学校ランク別にまとめた。性別では 3 男子で「面白
くなく・なんとなくでなしリ (23.1%)が，女子では「面白く・なんとなくでなし、J(26.5%) 
と「面白くなく・なんとなく J(32.6%)がややめだっ。学校ランク別では，上位で「面白く・
なんとなく J(32.5%)が，中位では「面白くなく・なんとなく J(36.3%)が，下位では「面
白くなく・なんとなくでないJ(22.1%)がめだっている。
さらに役に立つj という将来的有用性と「勉強自体目的J4類型の闘係を表 1からみて
みよう。「とても役に立つJと思っている生徒は[前白く・なんとなくでない」が 37.1%で最
も多い。「まあ役に立つj だと「面白くなく・なんとなく Iが 35.1%で最も多いが， I面白く・
なんとなく J(28.0%)も「とても役に立つ」と同程度にいる。「あまり/まったく役に立たない」
では， r面白し、Jという理由が大幅に少なくなり，とくに「まったく役立たなしリでは「面白く
なく・なんとなくでない」が半数に上る。どうやら勉強する理由として現在的有用性と将来的
有用性そしてルーティーンのどこに重きを置いているかで，私立中学生の授業への取り組み姿
勢や，授業をきっかけにしたさらなる学びへの取り組み状況にも違いがみえてきそうだ。
3. r勉強自体目的Jと将来的有用性別にみた私立中学生の学び方のようす
そこで本項では， r勉強自体目的」と将来的有用性別に，私立中学生の授業への取り組み姿勢
と，授業をきっかけにしたさらなる学びへの取り組み状況をみてみよう。「勉強自体目的」は前
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項で作成した4類型で，将来的有用性は「役に立つJを「とてもあてはまる」とその他の 3つ
の指標をまとめた「まあ~まったく」の 2類型で，それぞれ分析する。
まず図 9から，国社数理英の授業に「とても積極的」に参加している割合をみてみよう。「勉
強自体目的」では面白く・なんとなくでない」が 33.8%で最も多い。続いて「面白く・な
んとなく Jが 25.6%で面白くなく・なんとなく Jと「面白くなく・なんとなくでない」は
10%未満と，勉強が分かることが面白いかどうかで授業に向かう姿勢が大きく違っていること
に加えて， r面白く」だけでなく「なんとなくでなしリことも授業に向かわせていることがわか
る。将来的有用性ではとてもあてはまる」は 33.4%で「まあ~まったく」は 13.5%と，将
来的有用性認識が低い生徒は授業には積極的に参加しない様子がうかがえる。
次に図 10から，授業をきっかけにしたさらなる学びをどのくらいしているかについて，取り
組み率が一番高かった「知識深める」を例に，それを「ょくするJ割合をみてみよう。「勉強自
体目的」では面白く・なんとなく」と「面白く・なんとなくでなしリがどもらも約 13%で，
「面白くなく・なんとなく」と「面白くなく・なんとなくでない」がどちらも約 4%と，勉強
が分かることが面白し、かどうかで，さらなる勉強をするかしないかが分かれている。将来的有
用性では， rとてもあてはまる」は 16.5%で「まあ~まったく Jは5.7%と，将来的有用性認識
が低いとさらなる学びには向かわないようだ。
さらに分析を深めて， r勉強自体目的Jのうち「面白く・なんとなく Jと「面白く・なんとな
くでない」の 2類型と将来的有用性を組み合わせて，授業に「とても積極的」に参加している
割合と「知識深める」を「ょくする」害IJ合をみてみよう。図 1'"'"12から読み取れることは，第
一に，勉強が分かることが面白かったとしても，将来的有用性認識が低ければ，授業への積極
的な参加もさらなる学習をするこども半分ほどにまで少なくなっていることだ。第ニに，そし
てこちらに注目したいのだが，将来的有用性認識が低くても，勉強するのは「なんとなくでな
い」と，授業への積極的な参加は約8ポイント多くなっている一方で，さらなる学習を「ょく
する」については，勉強が分かることが面白く将来的有用性認識が高い生徒の中でも，勉強す
るのは「なんとなく」だと約7ポイント多くなっていることだ。
将来的有用性認識が低くても， rなんとなくでない」と授業に積極的に参加するのはわかるが，
勉強が分かることが面白く将来的有用性認識が高い場合に， rなんとなく」だとさらなる学習を
よくする傾向がみられることは興味深い。本調査の範囲ではこれ以上の分析をするのに適した
変数がみあたらないが，今後，ルーティーンな学び方の功罪を探っていく価値はありそうだ。
4.私立中学生の知的好奇心とその背景
今度は，授業に積極的に参加したりさらなる学びに取り組んだりする私立中学生がどのよう
な生徒なのかを，知的好奇心からみていこう。前項までで勉強する理由のーっとして「勉強が
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分かること自体が面白いから」を用いたが，それはどういうことか考えてみると，問題を解く
ときにあれこれ考えて工夫したり，正解だ、ったときに達成感を感じたりするのが面白いという
こともあるだろう。だがそれとは別に，学びを通して自然や社会に対する理解が深まったり興
味・関心が高まったりと，知的好奇心を刺激されて面白いということもあるのではないか。
そこで私立中学生の知的好奇心のようすを探るべく， r勉強をしていて次のように感じること
がありますか」という質問項目で生き物や自然を『すばらしい~ wふしぎだな』と感じるこ
とJ(以下自然すばらしいJ)， r社会のしくみや歴史のできごとを『すばらしい~ wふしぎだ
な』と感じること J(以下， r社会すばらしいJ)， r数学の考え方や解き方を『すばらしい~ wふ
しぎだな』と感じることJ(以下， r数学すばらしいJ)，r小説や古典を読んでいて，登場人物の
気持ちゃ書いてある内容に興味がわいてくることJ(以下， r小説興味わく J)がよくあるかどう
かを尋ねた。図 13のように，どの項目も「よくあるJ割合は 2割前後で， rよくあるJrときど
きある」を合わせて，勉強をしていて知的好奇心が刺激される私立中学生は 5....6害IJだ。
では，知的好奇心と学び方の関係はどうなっているだろうか。両者は相互に影響し合う関係
だろうが，本稿は学び方を探ることを目的としているので，知的好奇心を原因に置いて分析す
る。知的好奇心は「自然すばらしい」を例に，授業への取り組み姿勢と，授業をきっかけにし
たさらなる学びへの取り組み状況をみてみよう。図 14から国社数理英の授業に「とても積極的」
に参加している割合をみてみると， r自然すばらしいJと感じることが「まったくない」生徒で
は 8.4%しかいないが，感じる程度が増えるにつれて授業参加度も上がってきてよくある」
生徒は 30.3%に上る。また，図 15からさらなる学びとして「知識深める」を「ょくする」と
「ときどきする」劃合をみてみると， r自然すばらしし、」と感じることが「まったくない」生徒
では 15%ほどにすぎないがよくあるJ生徒は 55%ほどにもよっている。
なお，この傾向は「社会すばらしいJr数学すばらしし、Jr小説興味わく」でも同様にみられ
た。以上から，勉強を通して知的好奇心が刺激される私立中学生の方が，授業により積極的に，
またさらなる学びにより多く取り組んでいることがわかった。だが，知的好奇心の強い子ども
の方がより学ぶ傾向がある，というのは，当たり前といえば当たり前だ。むしろ大事なのは，
どうしたら知的好奇心が豊かになり，それを学びにつないでいけるかということだろう。
そもそも知的好奇心はわからないJr知らないJrふしぎなJことにぶつかったり，生活
していて「いやだなJr困ったな」と感じたりしたときに，その問題を解決しようとする欲求の
ようなものではないかと思う 5)。だが，現代の私たちの生活でそのような困難な場面に遭遇す
ることはそう多くはない。今の子どもが生活の中で知的好奇心を刺激されることは以前より少
なくなっているだろう。だから，子どもが知的好奇心を刺激されるためには，例えば博物館に
行ったり，美術館やコンサートやスポ}ツ観戦に行ったり，季節の行事に参加したりと，意識
的な行動経験を通して「わからないJr知らないJrふしぎな」ことを体験する必要がありそうだ。
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そこで博物館に行く」経験を例に，行動経験と知的好奇心の関係をみていこう。調査で
は，小学3-4年生の頃と中学2年生の調査時点とのそれぞれについて，上述の行動経験を 1
年間に何回くらい行っているかを尋ねた。行動経験回数が 2つの時期で変わっている私立中学
生もいるが，便宜的に両時期とも「ほとんどしないJr 1 -2日Jr3-10日以上」の 3タイプ
に絞って自然すぼらししリとの関係をみたのが図 16だ。
「自然すばらしい」と感じることが「よくあるJ割合は博物館に行く」ことを「ほとん
どしなしリ生徒では 17.9%しかいないが， r3-10日以上」している生徒ではほぼ倍の 35.4%
に上る。この関係は他の行動経験でも同様にみられた。さまざまな行動経験を通して「わから
ないJr知らなしリ「ふしぎな」ことの体験を積んでいる私立中学生の方が知的好奇心を刺激さ
れる傾向があるといえる。そして実際，図 17のように，小学生の頃から中学生の現在まで博物
館に行くことの多い私立中学生ほど，さらなる学びの「知識深める」をすることも多いのだ。
5. 家庭の文化階層と行動経験の関係
知的好奇心を刺激し，そのことでさらなる学びにつながるのだから，子どものうちからさま
ざまな行動経験を積まそう，というのは，一見すると良いことのように思える。しかし，博物
館に行ったり，美術館やコンサートやスポーツ観戦に行ったり，季節の行事に参加したりする
ことは，子ども自身だけでできることではない。とくに小学生の頃であれば，行動経験の多寡
は，保護者がどれだけ子どもに経済面や教育面で関わるかにかかっている。また，博物館や美
術館がどこにでもあるわけではない。つまり，家庭環境や地域環境の違いが，子どもが積める
行動経験の違い=格差につながっていく可能性があるのだ。
そとで，本調査では地域環境の違いを検討することはできないが，家庭環境の遣いは家庭の
文化階層を測る指標として蔵書量を尋ねているので，その項目を使って家庭の文化階層と行動
経験の関係をみてみよう。図 18のように，文化階層が下の方だと 6劃強が「博物館に行く」
ことを「ほとんどしない」が，上の方だと 6割が毎年 r1 -2日」ないし r3 ""10日以上」は
「博物館に行く」ことをしていて，家庭の文化階層が上の私立中学生ほど博物館に行く経験を
より積んでいることがわかる。なお，他の行動経験でも似たような傾向がみられた。
家庭の経済階層について十分なデータが得られなかったので，その点は推測せざるを得ない
が，文化階層の高い家庭の保護者は一般に学歴が高く，子どもに対する教育期待も高いと言わ
れている。そのような保護者が子どもを博物館に連れて行くなどして，さまざまな行動経験を
積ませているということは，本稿のここまでの分析と合わせて考えるならば，ペアレントクラ
シーの存在を予想させると言えそうだ。
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1V.まとめ
本稿では，推薦入試やAO入試などで課される論文に対応する学び方についての疑問をきっ
かけに，今後の大学入試やさまざまに提出されている(新しい能力〉の方向性をふまえて，従
来の教科の枠にとらわれないこれからの学び方を考えるきっかけのーっとして，現在取り組ま
れている学び方の特徴と背景を探ることを目的としていた。首都圏の私立中学生を対象にした
質問紙調査のデータから，学び方については，授業には全般に積極的に参加しているものの，
さらなる学びに取り組む劃合はずいぶん少ないことがわかった。そして，授業やさらなる学び
に取り組む背景としては，現在的有用性や将来的有用性を強く認識しているかどうかという，
これまでも検証されてきている要因に加えて.rなんとなく Jという学ぶことがノレーティーンに
なっているあり方が浮かび上がってきた。また，知的好奇心が豊かかどうかも要因であるが，
知己好奇心には子どもの頃からの行動体験の多寡が影響していることもわかった。
これからの学び方としては，本稿でさらなる学びの具体例として示したようなものがおそら
く増えていくであろう。そのような学びは，従来の教科の枠内での学び以上に将来的有用性が
見えにくくなるだろう。本稿の知見をふまえるなら，それに向けて.rなんとなく」とは何なの
か，その功罪を見極めるような検証を行い，その成果を活かして，ノレーティーン化した学びの
あり方や動機づけ方を模索していくことも考えられるだろう。
また，もし行動経験を積むことで知的好奇心が刺激され，さらなる学びに取り組むことにつ
ながり，結果として従来の教科の枠にとらわれない学力，とくに今後の大学入試で求められる
学力をつけていったり，さまざまに提出されているく新しい能力〉を獲得していったりするの
であれば，それは家庭環境の違いによる教育格差を隠しもった学力や(新しい能力)になって
しまう危険性がある。とくに大学入試で求められる学力に関して，新たな「公正性」を植うの
であれば，家庭環境の違いや，場合によっては地域環境の違いによる格差が含みこまれないよ
うに配慮した評価のしかたや，格差を少しでも縮減するような学校での教育のあり方を検討し，
指導に取り組んでいくことが強く求められる。
く注>
1 )中央教育審議会答申 2014年 「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育，大学教育，大学
入学者選抜の一体的改革についてJ.
2)キー ・コンピテンシー の3つのカテゴリー の訳は， w (新しい能力〉は教育を変えるか~ (松下佳代編著 2010年 ミ
ネノレヴァ書房)による.
3)本稿の図表の数値は，すべて%を表している.
4)クロス分析にあたってはカイ二乗検定5%水準で有意差の判定を行い， r差があるJr差がないJr~の方が∞であ
るJr傾向があるJ等と表記している.
5)苅谷剛彦 2001年 『階層化日本と教育危機』有信堂.
6)この考え方の詳細については，西島央「音楽 学校に音楽を取り戻すために一J(小松佳代子編 2012年 『周辺
教科の逆襲』叢文字土)を参照のこと.
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